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that	 their	own	stress	was	no	different	 from	other	occupations	was	 less	 than	40	percent.	 (2)	Although	
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physical	violence	was	rare,	 one	 in	 three	participants	had	experienced	verval	violence.	More	 than	20	
percent	of	participants	had	experienced	academic	harassments.	 (3)	From	the	analysis	of	open-ended	
questions,	 it	was	 found	 that	 job	stressors	were	categorized	 into	 three	categories:	 “human	relations,”	
“operating	relations,”	and	“their	own	thing”.	Thoughts	and	ideas	concerning	stress	were	categorized	into	
four	categories:	 “stress	and	the	problem	of	a	hierarchical	 society	 focused	on	performance”;	 “stress	and	
problems	because	of	a	different	sense	of	values,	human	relations,	and	not	being	able	to	co-exist	together”;	
“stress	on	account	of	busy	and	hope	 for	an	 improvement	 in	 the	 labor	conditions”;	and	“other.”	 (4)	The	
results	 of	 a	NIOSH	 score	 showed	 that	 the	 explanatory	 variables	 for	 a	 depression	 score	 and	 job	
satisfactory	were	somatic	complaints,	responsibility	for	people,	self-esteem,	skill	underutilization,	workload,	
etc.	If	general	health	was	poorer,	and	workload	was	higher,	the	depression	was	higher.	If	responsibility	
for	 people	 and	 self-esteem	were	higher,	 and	 skill	 underutilization	 and	workload	were	 lower,	 job	




suspected	 alcohol	 dependence	was	higher	 than	 that	 of	 the	non-suspected	participants,	 and	 their	
responsibility	for	people	was	lower	than	in	the	non-suspected	participants.
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ハラスメント経験の有無 身体的暴力 なし 184 96.8
あり 4 2.1
未記入 2 1.1











性別 男性 15 7.9
女性 174 91.6
未記入 1 0.5
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職場の葛藤 188 43.9 10.5
仕事のコントロール 188 48.7 13.0
労働負荷(a+b) 184 36.6 7.4
労働負荷a 189 14.4 4.0
労働負荷b 185 22.2 4.0
負荷の変動 190 10.7 3.0
技能の低活用 190 8.0 2.7
人々への責任 189 11.1 4.4
社会的支援 190 46.5 22.0
自尊心 190 33.9 7.6
健康一般 185 30.4 11.0
抑うつ 187 14.7 6.8
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差が認められ（その他，大学，大学院の順に喫煙者

















































健康一般 .579 9.980 .000
職務満足感 -.186 -3.211 .002




人々への責任 .280 4.264 .000
自尊心 .270 3.968 .000
労働負荷a -.233 -3.486 .001
技能の低活用 -.208 -3.142 .002
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20191108表　教員ストレス.xlsx 表7-1、表7-2、表7-3
表7-2. ストレスの自覚有無と職位別のNIOSH得点（分散分析の結果） n =190
タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F値 p値
職場の葛藤 ストレスの自覚の主効果 59.491 2 29.7 0.277 .759
職位の主効果 469.893 1 469.9 4.369 .038 *
ストレスの自覚×職位の交互作用 203.254 2 101.6 0.945 .391
誤差 16131.170 150 107.5
仕事のコントロー ストレスの自覚の主効果 7960.264 2 3980.1 34.969 .000 **
職位の主効果 841.133 1 841.1 7.390 .007 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 90.281 2 45.1 .397 .673
誤差 17072.721 150 113.8
労働負荷a ストレスの自覚の主効果 193.767 2 96.9 8.162 .000 **
職位の主効果 141.703 1 141.7 11.938 .001 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 82.062 2 41.0 3.457 .034 *
誤差 1780.485 150 11.9
労働負荷b ストレスの自覚の主効果 283.404 2 141.7 11.766 .000 **
職位の主効果 208.631 1 208.6 17.323 .000 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 35.697 2 17.8 1.482 .230
誤差 1806.545 150 12.0
負荷の変動 ストレスの自覚の主効果 74.332 2 37.2 5.121 .007 **
職位の主効果 116.713 1 116.7 16.080 .000 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 27.876 2 13.9 1.920 .150
誤差 1088.744 150 7.3
技能の低活用 ストレスの自覚の主効果 24.368 2 12.2 1.832 .164
職位の主効果 11.634 1 11.6 1.749 .188
ストレスの自覚×職位の交互作用 39.642 2 19.8 2.981 .054
誤差 997.491 150 6.6
人々への責任 ストレスの自覚の主効果 471.814 2 235.9 14.335 .000 **
職位の主効果 33.080 1 33.1 2.010 .158
ストレスの自覚×職位の交互作用 10.131 2 5.1 0.308 .736
誤差 2468.436 150 16.5
社会的支援 ストレスの自覚の主効果 178.609 2 89.3 1.871 .158
職位の主効果 94.384 1 94.4 1.977 .162
ストレスの自覚×職位の交互作用 24.965 2 12.5 .261 .770
誤差 7161.158 150 47.7
自尊心 ストレスの自覚の主効果 1140.057 2 570.0 11.456 .000 **
職位の主効果 158.765 1 158.8 3.191 .076
ストレスの自覚×職位の交互作用 2.777 2 1.4 0.028 .972
誤差 7463.718 150 49.8
健康一般 ストレスの自覚の主効果 265.349 2 132.7 1.195 .306
職位の主効果 400.733 1 400.7 3.608 .059 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 140.265 2 70.1 0.631 .533
誤差 16660.341 150 111.1
抑うつ ストレスの自覚の主効果 86.776 2 43.4 0.934 .395
職位の主効果 227.059 1 227.1 4.887 .029 *
ストレスの自覚×職位の交互作用 85.070 2 42.5 .915 .403
誤差 6969.717 150 46.5
職務満足感 ストレスの自覚の主効果 47.640 2 23.8 10.268 .000 **
職位の主効果 22.055 1 22.1 9.507 .002 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 4.464 2 2.2 0.962 .384
誤差 347.974 150 2.3
** p <.01, * p <.05
表7-3. 職位別の主効果が認められたNIOSH得点の、各水準間の差の検定（TUKEYのHSD）の結果 n =190
平均値の差 (I-J) 標準誤差 p値
職場の葛藤 教授―准教授・講師 -1.0108 2.36010 .904
教授―助教・助手 .5238 2.46809 .975
准教授・講師―助教・助手 1.5345 1.84097 .683
仕事のコントロール 教授―准教授・講師 7.3718* 2.42800 .008 **
教授―助教・助手 19.4566* 2.53910 .000 **
准教授・講師―助教・助手 12.0848* 1.89394 .000 **
労働負荷a 教授―准教授・講師 2.2313* .78409 .014 *
教授―助教・助手 3.2301* .81997 .000 **
准教授・講師―助教・助手 .9988 .61162 .235
労働負荷b 教授―准教授・講師 1.4764 .78981 .151
教授―助教・助手 3.5503* .82595 .000 **
准教授・講師―助教・助手 2.0739* .61608 .003 **
負荷の変動 教授―准教授・講師 1.4308 .61314 .054
教授―助教・助手 2.0126* .64120 .006 **
准教授・講師―助教・助手 .5818 .47827 .445
健康一般 教授―准教授・講師 .3718 2.39850 .987
教授―助教・助手 -2.2343 2.50825 .647
准教授・講師―助教・助手 -2.6061 1.87092 .347
抑うつ 教授―准教授・講師 -.3897 1.55133 .966
教授―助教・助手 -2.1049 1.62232 .399
准教授・講師―助教・助手 -1.7152 1.21010 .335
職務満足感 教授―准教授・講師 1.2513* .34663 .001 **
教授―助教・助手 1.7301* .36250 .000 **
准教授・講師―助教・助手 .4788 .27039 .183






職場の葛藤 教授 ストレスが多い 16 44.6 12.6
他の職場と変わらない 13 42.2 11.0
准教授・講師 ストレスが多い 46 47.9 10.7
他の職場と変わらない 34 41.3 9.7
助教・助手 ストレスが多い 35 45.1 9.8
他の職場と変わらない 24 42.0 9.9
仕事のコントロール 教授 ストレスが多い 16 57.2 15.9
他の職場と変わらない 13 60.9 12.9
准教授・講師 ストレスが多い 47 48.3 10.1
他の職場と変わらない 34 55.6 9.1
助教・助手 ストレスが多い 35 38.4 9.5
他の職場と変わらない 23 41.5 8.6
労働負荷a 教授 ストレスが多い 17 17.3 3.1
他の職場と変わらない 13 16.1 3.8
准教授・講師 ストレスが多い 46 16.3 3.6
他の職場と変わらない 34 12.3 3.0
助教・助手 ストレスが多い 35 14.5 4.2
他の職場と変わらない 24 12.5 2.8
労働負荷b 教授 ストレスが多い 17 25.0 3.4
他の職場と変わらない 11 23.9 4.0
准教授・講師 ストレスが多い 47 24.1 3.5
他の職場と変わらない 34 21.2 2.9
助教・助手 ストレスが多い 34 22.2 4.2
他の職場と変わらない 24 18.7 2.7
負荷の変動 教授 ストレスが多い 17 12.8 2.7
他の職場と変わらない 13 11.2 3.1
准教授・講師 ストレスが多い 47 12.0 2.7
他の職場と変わらない 34 9.0 2.5
助教・助手 ストレスが多い 35 10.9 2.9
他の職場と変わらない 24 9.1 2.5
技能の低活用 教授 ストレスが多い 17 7.9 3.0
他の職場と変わらない 13 6.8 2.2
准教授・講師 ストレスが多い 47 7.5 2.3
他の職場と変わらない 34 8.4 2.8
助教・助手 ストレスが多い 35 8.9 2.5
他の職場と変わらない 24 7.8 2.5
人々への責任 教授 ストレスが多い 17 15.5 3.3
他の職場と変わらない 13 13.5 4.4
准教授・講師 ストレスが多い 47 10.9 4.3
他の職場と変わらない 34 10.9 3.5
助教・助手 ストレスが多い 35 9.9 4.5
他の職場と変わらない 24 9.1 4.0
社会的支援 教授 ストレスが多い 17 45.7 9.6
他の職場と変わらない 13 48.0 9.1
准教授・講師 ストレスが多い 47 46.4 6.6
他の職場と変わらない 34 40.0 49.8
助教・助手 ストレスが多い 35 48.1 6.1
他の職場と変わらない 24 49.6 5.5
自尊心 教授 ストレスが多い 17 37.2 6.6
他の職場と変わらない 13 37.8 9.3
准教授・講師 ストレスが多い 47 34.1 6.9
他の職場と変わらない 34 36.5 5.7
助教・助手 ストレスが多い 35 28.9 7.7
他の職場と変わらない 24 31.4 7.8
健康一般 教授 ストレスが多い 16 31.8 12.3
他の職場と変わらない 13 25.7 8.8
准教授・講師 ストレスが多い 45 31.4 11.1
他の職場と変わらない 34 26.7 8.1
助教・助手 ストレスが多い 33 33.8 12.2
他の職場と変わらない 24 31.2 11.7
抑うつ 教授 ストレスが多い 17 13.9 7.2
他の職場と変わらない 12 13.9 4.4
准教授・講師 ストレスが多い 46 15.4 7.4
他の職場と変わらない 33 12.8 5.8
助教・助手 ストレスが多い 35 18.4 8.1
他の職場と変わらない 24 13.0 4.7
職務満足感 教授 ストレスが多い 17 8.9 2.0
他の職場と変わらない 12 9.5 1.7
准教授・講師 ストレスが多い 47 7.8 1.5
他の職場と変わらない 33 8.5 1.6
助教・助手 ストレスが多い 34 7.1 1.1
他の職場と変わらない 24 8.5 1.6
8/11
66 67
アディクション看護　第 16 巻　第２号　2019 年
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表7-2. ストレスの自覚有無と職位別のNIOSH得点（分散分析の結果） n =190
タイプ III 平方和 自由度 平均平方 F値 p値
職場の葛藤 ストレスの自覚の主効果 59.491 2 29.7 0.277 .759
職位の主効果 469.893 1 469.9 4.369 .038 *
ストレスの自覚×職位の交互作用 203.254 2 101.6 0.945 .391
誤差 16131.170 150 107.5
仕事のコントロー ストレスの自覚の主効果 7960.264 2 3980.1 34.969 .000 **
職位の主効果 841.133 1 841.1 7.390 .007 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 90.281 2 45.1 .397 .673
誤差 17072.721 150 113.8
労働負荷a ストレスの自覚の主効果 193.767 2 96.9 8.162 .000 **
職位の主効果 141.703 1 141.7 11.938 .001 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 82.062 2 41.0 3.457 .034 *
誤差 1780.485 150 11.9
労働負荷b ストレスの自覚の主効果 283.404 2 141.7 11.766 .000 **
職位の主効果 208.631 1 208.6 17.323 .000 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 35.697 2 17.8 1.482 .230
誤差 1806.545 150 12.0
負荷の変動 ストレスの自覚の主効果 74.332 2 37.2 5.121 .007 **
職位の主効果 116.713 1 116.7 16.080 .000 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 27.876 2 13.9 1.920 .150
誤差 1088.744 150 7.3
技能の低活用 ストレスの自覚の主効果 24.368 2 12.2 1.832 .164
職位の主効果 11.634 1 11.6 1.749 .188
ストレスの自覚×職位の交互作用 39.642 2 19.8 2.981 .054
誤差 997.491 150 6.6
人々への責任 ストレスの自覚の主効果 471.814 2 235.9 14.335 .000 **
職位の主効果 33.080 1 33.1 2.010 .158
ストレスの自覚×職位の交互作用 10.131 2 5.1 0.308 .736
誤差 2468.436 150 16.5
社会的支援 ストレスの自覚の主効果 178.609 2 89.3 1.871 .158
職位の主効果 94.384 1 94.4 1.977 .162
ストレスの自覚×職位の交互作用 24.965 2 12.5 .261 .770
誤差 7161.158 150 47.7
自尊心 ストレスの自覚の主効果 1140.057 2 570.0 11.456 .000 **
職位の主効果 158.765 1 158.8 3.191 .076
ストレスの自覚×職位の交互作用 2.777 2 1.4 0.028 .972
誤差 7463.718 150 49.8
健康一般 ストレスの自覚の主効果 265.349 2 132.7 1.195 .306
職位の主効果 400.733 1 400.7 3.608 .059 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 140.265 2 70.1 0.631 .533
誤差 16660.341 150 111.1
抑うつ ストレスの自覚の主効果 86.776 2 43.4 0.934 .395
職位の主効果 227.059 1 227.1 4.887 .029 *
ストレスの自覚×職位の交互作用 85.070 2 42.5 .915 .403
誤差 6969.717 150 46.5
職務満足感 ストレスの自覚の主効果 47.640 2 23.8 10.268 .000 **
職位の主効果 22.055 1 22.1 9.507 .002 **
ストレスの自覚×職位の交互作用 4.464 2 2.2 0.962 .384
誤差 347.974 150 2.3
** p <.01, * p <.05
表7-3. 職位別の主効果が認められたNIOSH得点の、各水準間の差の検定（TUKEYのHSD）の結果 n =190
平均値の差 (I-J) 標準誤差 p値
職場の葛藤 教授―准教授・講師 -1.0108 2.36010 .904
教授―助教・助手 .5238 2.46809 .975
准教授・講師―助教・助手 1.5345 1.84097 .683
仕事のコントロール 教授―准教授・講師 7.3718* 2.42800 .008 **
教授―助教・助手 19.4566* 2.53910 .000 **
准教授・講師―助教・助手 12.0848* 1.89394 .000 **
労働負荷a 教授―准教授・講師 2.2313* .78409 .014 *
教授―助教・助手 3.2301* .81997 .000 **
准教授・講師―助教・助手 .9988 .61162 .235
労働負荷b 教授―准教授・講師 1.4764 .78981 .151
教授―助教・助手 3.5503* .82595 .000 **
准教授・講師―助教・助手 2.0739* .61608 .003 **
負荷の変動 教授―准教授・講師 1.4308 .61314 .054
教授―助教・助手 2.0126* .64120 .006 **
准教授・講師―助教・助手 .5818 .47827 .445
健康一般 教授―准教授・講師 .3718 2.39850 .987
教授―助教・助手 -2.2343 2.50825 .647
准教授・講師―助教・助手 -2.6061 1.87092 .347
抑うつ 教授―准教授・講師 -.3897 1.55133 .966
教授―助教・助手 -2.1049 1.62232 .399
准教授・講師―助教・助手 -1.7152 1.21010 .335
職務満足感 教授―准教授・講師 1.2513* .34663 .001 **
教授―助教・助手 1.7301* .36250 .000 **
准教授・講師―助教・助手 .4788 .27039 .183






職場の葛藤 教授 ストレスが多い 16 44.6 12.6
他の職場と変わらない 13 42.2 11.0
准教授・講師 ストレスが多い 46 47.9 10.7
他の職場と変わらない 34 41.3 9.7
助教・助手 ストレスが多い 35 45.1 9.8
他の職場と変わらない 24 42.0 9.9
仕事のコントロール 教授 ストレスが多い 16 57.2 15.9
他の職場と変わらない 13 60.9 12.9
准教授・講師 ストレスが多い 47 48.3 10.1
他の職場と変わらない 34 55.6 9.1
助教・助手 ストレスが多い 35 38.4 9.5
他の職場と変わらない 23 41.5 8.6
労働負荷a 教授 ストレスが多い 17 17.3 3.1
他の職場と変わらない 13 16.1 3.8
准教授・講師 ストレスが多い 46 16.3 3.6
他の職場と変わらない 34 12.3 3.0
助教・助手 ストレスが多い 35 14.5 4.2
他の職場と変わらない 24 12.5 2.8
労働負荷b 教授 ストレスが多い 17 25.0 3.4
他の職場と変わらない 11 23.9 4.0
准教授・講師 ストレスが多い 47 24.1 3.5
他の職場と変わらない 34 21.2 2.9
助教・助手 ストレスが多い 34 22.2 4.2
他の職場と変わらない 24 18.7 2.7
負荷の変動 教授 ストレスが多い 17 12.8 2.7
他の職場と変わらない 13 11.2 3.1
准教授・講師 ストレスが多い 47 12.0 2.7
他の職場と変わらない 34 9.0 2.5
助教・助手 ストレスが多い 35 10.9 2.9
他の職場と変わらない 24 9.1 2.5
技能の低活用 教授 ストレスが多い 17 7.9 3.0
他の職場と変わらない 13 6.8 2.2
准教授・講師 ストレスが多い 47 7.5 2.3
他の職場と変わらない 34 8.4 2.8
助教・助手 ストレスが多い 35 8.9 2.5
他の職場と変わらない 24 7.8 2.5
人々への責任 教授 ストレスが多い 17 15.5 3.3
他の職場と変わらない 13 13.5 4.4
准教授・講師 ストレスが多い 47 10.9 4.3
他の職場と変わらない 34 10.9 3.5
助教・助手 ストレスが多い 35 9.9 4.5
他の職場と変わらない 24 9.1 4.0
社会的支援 教授 ストレスが多い 17 45.7 9.6
他の職場と変わらない 13 48.0 9.1
准教授・講師 ストレスが多い 47 46.4 6.6
他の職場と変わらない 34 40.0 49.8
助教・助手 ストレスが多い 35 48.1 6.1
他の職場と変わらない 24 49.6 5.5
自尊心 教授 ストレスが多い 17 37.2 6.6
他の職場と変わらない 13 37.8 9.3
准教授・講師 ストレスが多い 47 34.1 6.9
他の職場と変わらない 34 36.5 5.7
助教・助手 ストレスが多い 35 28.9 7.7
他の職場と変わらない 24 31.4 7.8
健康一般 教授 ストレスが多い 16 31.8 12.3
他の職場と変わらない 13 25.7 8.8
准教授・講師 ストレスが多い 45 31.4 11.1
他の職場と変わらない 34 26.7 8.1
助教・助手 ストレスが多い 33 33.8 12.2
他の職場と変わらない 24 31.2 11.7
抑うつ 教授 ストレスが多い 17 13.9 7.2
他の職場と変わらない 12 13.9 4.4
准教授・講師 ストレスが多い 46 15.4 7.4
他の職場と変わらない 33 12.8 5.8
助教・助手 ストレスが多い 35 18.4 8.1
他の職場と変わらない 24 13.0 4.7
職務満足感 教授 ストレスが多い 17 8.9 2.0
他の職場と変わらない 12 9.5 1.7
准教授・講師 ストレスが多い 47 7.8 1.5
他の職場と変わらない 33 8.5 1.6
助教・助手 ストレスが多い 34 7.1 1.1
他の職場と変わらない 24 8.5 1.6
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表9. アルコール依存症の疑いあり（CAGE得点2点以上）群と，疑いなし群のNIOSH得点の比較 n=190 
有効回答数 平均得点  SD 有効回答数 平均得点  SD
職場の葛藤 13 49.3 9.5 175 43.5 10.5 2.280 .133
仕事のコントロール 13 47.9 11.0 175 48.8 13.1 0.043 .835
労働負荷a 12 13.4 3.3 177 14.4 4.0 1.094 .297
労働負荷b 13 20.8 3.3 172 22.3 4.0 0.465 .496
負荷の変動 13 10.1 2.6 177 10.7 3.0 0.549 .460
技能の低活用 13 10.2 2.0 177 7.8 2.7 10.205 .002 **
人々への責任 13 7.7 4.1 176 11.4 4.3 5.624 .019 *
社会的支援 13 45.1 7.1 177 46.7 22.7 3.050 .083
自尊心 13 29.2 6.8 177 34.3 7.6 3.757 .054
健康一般 12 33.3 14.7 173 30.3 10.7 1.103 .295
抑うつ 13 17.8 10.4 174 14.4 6.4 1.727 .190
職務満足感 13 7.4 1.3 174 8.3 1.7 3.184 .076
一元配置分散分析


































現在の喫煙 はい 14 7.4
いいえ 175 92.1
未記入 1 0.5
過去の喫煙 はい 30 15.8
いいえ 145 76.3
未記入 15 7.9








節・禁煙体験 はい 6 3.2
いいえ 5 2.6
未記入 179 94.2
飲酒有無 はい 137 72.1
いいえ 50 26.3
未記入 3 1.6
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一方，原谷ら39）は NIOSH と POMS を用いて製
造業従業員，自治体職員，看護婦を対象にストレス
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